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締
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つ
い

て
に
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て

●
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造
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用
地
造
成
工

事【契
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札
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【
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手
方
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上
島
町
岩
城
８
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９
番
地
２

岩
城
建
設
　
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
松
浦
　
哲

―
可
　
　
決
―

■
上
島
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
67
号
）
第
91
条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
、
上
島
町
議
会
議
員
の

定
数
を
14
人
と
す
る
。

―
原
案
否
決
―

■
上
島
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
の

設
置
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選

挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条

例【選
挙
区
の
区
域
】

第
１
選
挙
区

合
併
前
の
魚
島
村
の
区
域

第
２
選
挙
区

合
併
前
の
弓
削
町
・
岩
城
村
・

生
名
村
の
区
域

【
議
員
定
数
】

第
１
選
挙
区
　
　
　
　
１
人

第
２
選
挙
区
　
　
　
　
13
人

―
原
案
否
決
―

■
上
島
町
議
会
議
員
の
選
挙
区
の

設
置
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て
選

挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る
条

例【選
挙
区
の
区
域
】

弓
削
選
挙
区

合
併
前
の
弓
削
町
の
区
域

生
名
選
挙
区

合
併
前
の
生
名
村
の
区
域

岩
城
選
挙
区

合
併
前
の
岩
城
村
の
区
域

魚
島
選
挙
区

合
併
前
の
魚
島
村
の
区
域

【
議
員
定
数
】

弓
削
選
挙
区
　
　
　
　
７
人

生
名
選
挙
区
　
　
　
　
４
人

岩
城
選
挙
区
　
　
　
　
５
人

魚
島
選
挙
区
　
　
　
　
２
人

―
原
案
可
決
―
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平
成
19
年
上
島
町
議
会
第
5

回
臨
時
会
が
11
月
26
日
に
招
集

さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

議
会
の
う
ご
き

上
島
町
議
会

平
成
19
年

第
5
回
臨
時
会

■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に

つ
い
て

■
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り
、

新
た
に
生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、

上
島
町
弓
削
上
弓
削
の
区
域
内
に

編
入
し
た
も
の
。

―
可
　
　
決
―

去
る
9
月
26
・
27
日
に
行
わ

れ
た
平
成
19
年
上
島
町
議
会
第

3
回
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
、
11
月
広
報
に
未
掲
載
と
な

っ
て
い
た
議
員
提
案
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
今
後
は
議
員
発
議
事

案
も
全
て
広
報
か
み
じ
ま
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。

土地の所在

新たに生じた土地及び字の区域

上島町弓削上弓削218の２、244、245
の１から245の３まで、246、247、
249、251から256まで、356から358ま
で、360、361、366、1909及び1911の
地先

面積（裃） 4,484.68

字 弓削上弓削

地域の防災リーダー『防災士』が誕生！
上島町では、各地区で地域防災のリーダーとなる防災士の養成を推進しています。今年度は、次の

方々が防災士の資格を取得されました。
防災士とは、「自助」「互助」「協働」を原則として、社会の防災力向上と社会の様々な場で災害によ

る被害を減少させるための活動が期待され、そのために十分な意識・知識・技能を有する者として認め
られた人のことです。防災士のみなさんの今後の活躍に期待します。

上弓削地区

益
ます

田
だ

正
まさ

夫
お

さん
阪神大震災に遭遇した一
人として「自分の命は自
分で守る」大切さを伝え、
地域の防災力向上と減災
に取り組みたい。

生名地区

村本
むらもと

賢祥
けんしょう

さん
「自助・互助・協働」の形
を通して南海地震などの
大災害に備えるためにも
地域の人達と協力して防
災力の向上に尽くしたい。

岩城地区

半
はん

田
だ

杉
すぎ

夫
お

さん
近い将来、必ず発生すると
言われている南海地震に備
えるため、微力ながら学ん
だ事を活かし、被害が減少
するよう努力したい。

魚島地区

横
よこ

井
い

義弘
よしひろ

さん
大切な我が郷土、地域を
災害から守るため皆の知
恵と力を結集し、協力し
て地域の防災力を強め、
減災に努めたい。




